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慶 応 ４ （ ） 年 １ 月 日 、 前 藩 主 夫 人 の 珠 光 院 の 意 向 で 桑 名

城 を 開 城 す る こ と に 決 し た 。 開 城 の 事 前 交 渉 に 家 老 の 酒 井 孫 八 郎 は

追 わ れ る こ と に な る 。 酒 井 は 日 早 暁 に 帰 宅 し て 、 小 休 止 し て か

ら 登 城 。 家 老 一 同 が 署 名 し た 恭 順 の 嘆 願 書 を 尾 張 藩 へ 届 け た 。 こ の

時 の 尾 張 藩 で は 抗 戦 派 が 勢 力 を 占 め て お り 、 歎 願 書 の 受 取 り を 拒 ん

だ 。

桑 名 へ 新 政 府 軍 が 攻 め て く る 恐 れ が あ る た め 、 城 内 で は 重 要 書 類

を 焼 き 捨 て た り 、 米 蔵 で は 米 の 引 き 取 り で 混 雑 し た 。 城 下 で も 大 混

乱 と な り 、 町 人 た ち は 貴 重 品 を 郊 外 へ 疎 開 さ せ た り し た 。 法 盛 寺 で

は 御 本 尊 を 梱 包 し て 赤 尾 の 浄 光 寺 へ 移 し た 。 仏 眼 院 で は 不 安 に な っ

た 人 た ち が 集 ま っ て 来 て 、 話 し 合 っ て お り 、 ゆ っ く り 寝 る こ と も 出

来 ぬ 有 様 と な っ た 。

新 政 府 は 幕 府 を 武 力 で 壊 滅 す る た め 、 関 東 へ む け て 軍 隊 を 派 遣 し

て き た 。 東 海 道 を 進 ん で き た 新 政 府 軍 の 橋 本 実 梁 総 督 は 日 に 坂

下 ま で 来 た 。 酒 井 は 総 督 に 会 う た め 、 日 夕 刻 に 桑 名 を 出 て 、

日 早 暁 に 亀 山 へ 到 着 し た 。 此 処 で 亀 山 藩 を 通 じ て 恭 順 の 嘆 願 書 を 新

政 府 軍 に 提 出 し た 。 日 に 返 答 が あ り 、 日 に 四 日 市 へ 出 頭 す る

よ う に 命 じ ら れ た

酒 井 は 日 朝 ６ 時 こ ろ に 桑 名 へ 戻 り 、 前 藩 主 の 遺 児 で あ る 万 之

助 や 家 老 一 同 を 連 れ て 、 同 日 夜 に 四 日 市 へ 着 い た 。 四 日 市 宿 の 清 水

本 陣 に 居 た 橋 本 総 督 に 万 之 助 は 頭 を 下 げ て 降 伏 し た 。 橋 本 総 督 か ら

「 桑 名 城 を 引 き 渡 す こ と 、 桑 名 藩 士 は 寺 院 に 立 ち 退 く こ と 」 を 命 じ

ら れ た 。 そ し て 万 之 助 は 四 日 市 川 原 町 の 法 泉 寺 に 幽 閉 さ れ た 。

酒 井 は 夜 半 に 四 日 市 を 出 て 日 早 朝 に 桑 名 へ 戻 り 、 直 ち に 城 の

明 渡 し と 藩 士 た ち の 立 ち 退 き を 指 示 し た 。 日 は 珠 光 院 ら 藩 主 家 族

が 照 源 寺 へ 立 ち 退 き 、 鎮 国 守 国 神 社 の ご 神 体 と 藩 印 は 城 内 か ら 長 寿

院 へ 移 し た 。 日 に は 藩 士 一 同 が 自 宅 を 出 て 、 本 統 寺 ・ 長 寿 院 ・ 照
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源 寺 ・ 輪 （ 正 し く は 車 偏 で な く 舟 偏 ） 崇 寺 ・ 海 蔵 寺 ・ 常 信 寺 へ 退 去

し 、 家 族 は そ れ ぞ れ の 縁 が あ る 先 に 移 っ た 。 た だ し 下 級 武 士 は 家 族

と も ど も 自 宅 で 謹 慎 し た 。

日 に 橋 本 総 督 ら 新 政 府 軍 の 一 行 が 桑 名 城 に 入 っ た 。城の鍵と図

面 が 引 き 渡 れ た 。新政府軍は城の東南隅にある辰巳櫓を焼き捨てた。

無 血 開 城 で あ る の に 、 新 政 府 軍 は 攻 め 滅 ぼ し て 落 城 さ せ た し る し と

し た 。 こ れ 以 後 の 桑 名 は 新 政 府 の 支 配 下 と な り 、 尾 張 藩 と 津 藩 が 管

理 す る こ と に な っ た 。 尾 張 藩 は 法 盛 寺 を 宿 所 と し た 。 酒 井 は 日

の 日 記 に 「 雨 」 の １ 字 の み 書 い て い る 。 酒 井 の 無 念 さ と 疲 労 が 伝 わ

る 。酒井は元旦からの 日 間 に 自 宅 ゆ っ く り 寝 た の は 僅 か で あ り 、

四 日 市 や 亀 山 か ら 夜 を 徹 し て 帰 っ て き た こ と も あ っ た 。 満 歳 の

青 年 将 校 と い え ど も 心 身 と も に 疲 れ 果 て た 。

辰 巳 櫓 の 跡 に は 現 在 大 砲 が 置 か れ て

い る が 、 大 砲 の 由 来 は 不 詳
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